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平成１２年７月２１日

バングラデシュ電力セクターの主たる論点

－　ベースラインサーベイ・スタートに際して　－

１１１１....バングラディシュ国の概要バングラディシュ国の概要バングラディシュ国の概要バングラディシュ国の概要

バングラデシュは，約 14 万 4000 平方 km の国土に１億２２０１万人（１９９７年）の人口を有

する。1 人当たり国内総生産（GDP）は 269 米ドル（1997 年）と、発展途上国の中でも最貧国と

して分類される国である。また、農業部門が GDPの約 4割を占める典型的な農業国でもある。

バングラデシュ動力開発庁(BPDB)の発電設備容量は 1997/98 年度で 309.1 万 kw であり年率

3.1%の増加率である。IPP の発電設備容量は 1999 年６月末で４箇所 37 万 kw であるが，今後の

電源開発は IPPによるものが 5 割を超え，2004/2005 年度には IPPの比率が 33.9%に達すると計

画されている。

バングラデシュは常に供給力不足の状況にあり，首都圏でさえ計画停電が行われている。潜在的な

電力需要は旺盛であるが，販売電力量はその供給能力により押さえられている。電気事業者の販売

電力は 1997/98 年度では 83 億 8200 万 kwh である。BPDB の 1997/98 年度の発電設備の構成割

合は水力 7.5%，石油火力 5.5%，ガス専焼火力 60.1%，コンバインドサイクル 5.8%，ガスタービ

ン 20.2%およびディゼル 0.9%となっている。今後 IPP の拡大に伴ってコンバインドサイクルの割

合が急激に上昇するものと予想されている。

バングラデシュでは常に供給不足の状態えあるため，発電所を停止しての点検・保守を行う余裕が

なく，これに加えて定期点検のための規定も定められていないために，多くのの発電所では発電能

力が定格をかなり下まわっている（合計 70%程度）と言われている。

２２２２....電力セクターの構成と運用電力セクターの構成と運用電力セクターの構成と運用電力セクターの構成と運用

バングラデシュにおいてはエネルギー鉱山資源省(MEMR)の電力局(PC)管轄下で BPDB と IPP が

発電を行い発生した電力を BPDB が自社の送電系統を利用して地方都市へ電力を供給するととも

に，首都圏で送配電事業を行うダッカ電力供給公社(DESA)と農村部で電化事業を行う農村電化庁

(REB)に卸売りしている。DESA の送電ロス問題や低料金回収問題を改善するため，1996 年 9 月

に DESAの供給地域の一部がダッカ電力供給会社（DESCO）に移管された。なお，1997/98年度

の BPDB および DESA の料金回収率は 70%程度といわれている。さらに 1996 年 11 月には電力
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系統会社（PGCB）が創設され，独立採算を目指す企業体として BPDB の電力系統部門を引き継

ぐことが決定され，1999年 3月より段階的に送電設備を移管している。REBは首都圏以外の地域

において，既存の送電系統から電力供給するために変電設備や配電設備を建設すると共に，送電系

統の整備されていない地域においてディーゼルや太陽光などの小規模な発電設備と配電設備を設置

して地方電化を促進している。完成した設備は農村電化組合(PBS)にに引き渡され，PBSが設備の

管理や配電事業の運営を行っている。PBS の運営・管理責任を需要家自身に持たせているため，

盗電および料金未回収の問題が少なく，極めて健全な組織運営が行われている。

1992 年には発電部門への民間資金参入が認められ，それ以降，独立系発電業者(IPP)が各地で発電

所の建設を開始している。また，近年配電事業への民間資金の参加が認められたことから，IPPが

周辺の工場や家庭に直接電気を供給することが可能になった。

３３３３....資源のバランスと送電線網資源のバランスと送電線網資源のバランスと送電線網資源のバランスと送電線網

バングラデシュでは水力発電の適地が限られており、実質的包蔵水力は極めて少ない。石油資源も

Haripur 油田の 4000 万バーレルに限られる。一方ガス資源には恵まれ，これをエネルギー政策の

柱とし、これを利用する発電が発電量の 80%を越えている。しかしながら，ガス資源は東部に集

中しておりまた西部につなぐガスパイプラインも整備されていないため，発電設備は東部に偏って

いる。また，東部と西部を結ぶ送電線もその容量に限界がある。そのため東部と西部の電力消費量

に大きな差を生んでいる。1997/98 年度の最大電力は東部系統が 156 万 kw，西部系統が 57.6 万

kwと圧倒的に東部系統の方が大きい。

東西連携の強化が今後の課題である。

４４４４....送電損失の問題送電損失の問題送電損失の問題送電損失の問題

バングラデシュにおける極めて大きな問題の一つに送電損失の問題がある。1997/98 年度の

BPDB の発電電力量 128 憶 8200 万 kwh，販売電力量 83 憶 8200 万 kwh，送電損失 38 憶 1200

万 kwh，所内損失 6憶 8800 万 kwh であり，所内用と送電損失を合計した総合損失は 34.9%に達

している。送電損失の主な原因は盗電や BPDB 職員の不正等によるノン・テクニカル・ロスと貧

弱な送配電系統による送電ロスが挙げられる。送電損失は，近年の配電網整備やノン・テクニカ

ル・ロス対策により低下傾向にあり，1988/89年度の 41.6%より 10%程度の改善がみられている。

５５５５....農業の振興と電力開発農業の振興と電力開発農業の振興と電力開発農業の振興と電力開発

バングラデシュは５ヶ年計画で毎年７％の経済成長目標を掲げてきたが、農業の成長が常に計画よ

り下回っている。この原因には、灌漑用電力や農水林加工用電力の不足が挙げられ、農村電化が重

要課題であることがわかる。バングラデシュの電化率は１５％，１人当りの消費電力量も年間

95kwh程度と言われている。地方電化を推し進めて行く必要がある。
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６６６６....民営化における問題点民営化における問題点民営化における問題点民営化における問題点

バングラデシュは財政的に厳しい状況が続いているため、電源開発に対する資金が著しく不足して

おり，外資を含む民間活力の導入が必要である。BOT 方式の採用、民間が参入可能な市場価格を

反映した電力料金の設定、法制度の整備等が重要である。なお、電力料金の設定においては、貧困

層の購買能力を考慮に入れた料金体系の設定も重要となる。

BPDB および DESA の運営効率の悪さから，機能の一部を民営化し DECO および PGCB が設立

されたが，一連の改革に反対する組合が激しい反対運動をおこしており，混迷を深めている。

国営企業の効率化，必要に応じた民営化，IPPの導入による電源開発等を推し進める必要がある。

７７７７....給電指令高度化給電指令高度化給電指令高度化給電指令高度化

バングラデシュにおいては送電損失が極めて高い(30~40%)ことが非常に大きな問題である。 バン

グラデシュの給電司令所はマニュアル操作の旧態依然とした陳腐化したシステムであり、非効率な

オペレーションを強いられている。これが低い送電効率の大きな原因の１つと言われている。これ

を解決するためには、SCAD、光通信、最新の制御技術を導入した給電制御システムの高度化が必

要と考えられる。

８８８８....人材育成上の課題人材育成上の課題人材育成上の課題人材育成上の課題

バングラデシュの電力に関する問題の中に「設備老朽化化による低い稼働率」「BPDB、DESA 等

諸機関の非効率な運営」「低い電力料金回収率」「恒常的電力不足」がある。これらを解決するため

の「劣化診断・保守技術」「組織運営技術」「法制度の整備」「電力料金体系整備」「省エネルギー技

術」等の計画・指導に携わることのできる人材をいかに育成するかという問題がある。機器・設備

の新設のみではなく人材育成というソフト面での協力・援助が今後ますます重要となる。

９９９９....地方電化地方電化地方電化地方電化

既に記した通り、地方電化を通じた農業の振興と生活レベルの向上は非常に重要な課題である。現

状では籾殻、牛糞、薪などの非商業エネルギーが総合エネルギー消費の 49.1%(1995 年末)を占め

ている。この課題を解決するためには，整備の遅れている地方の未電化地域の送配電網を整備する

ことが直接的対策であるが、太陽光発電、風力発電，小型ガスタービン発電、ディーゼルエンジン

発電，バイオガス発電等の分散発電システムの採用が効果的な対策となりうる。

また，非効率的運営を続ける BPDB、DESA に比べ地方電化の主役である REB,PBS が効率的運

営を行っていることには多いに期待が寄せられる。

しかしながら，資金不足であることには変わりなく，急激な発展はなかなか望めない状況にある。

以上
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